
①安静心電図、負荷心電図（マスター、病棟負荷）、ホルター心電図等
②ABI、SPP、肺機能、精密肺機能、AABR等
③トレッドミル、脳波、ABR、神経伝導速度等
④脳波、ABR、PSG等

①検査頻度（高）：心臓・腹部・頸動脈、下肢血管（DVT）エコー等
②検査介助：経食道心臓エコー、造影超音波（腹部）
③検査頻度（中）：乳腺・甲状腺・下肢血管（動脈・静脈瘤）・腎動脈エコー等
④検査頻度（低）：関節・表在・上肢動脈エコー等

1ヶ月 3ヶ月 4ヶ月 6ヶ月 1年 ２年

【機能生理部門】

【画像生理部門】

生理検査室　初期研修プログラム

心電図、肺機能、ホルター等

①検査頻度（高）心臓・腹部・下肢血管（DVT）・頚部血管エコー

③検査頻度（中）：乳腺・甲状腺・下肢（動脈・静脈瘤）・腎動脈エコー

②検査介助：経食道心臓エコー、造影超音波（腹部）

脳波、トレッドミル等

ABI、SPP、肺機能、精密肺機能、AABR、PSG等

※１.ステップアップ

(自施設の日常検査の習熟に励みさらにスキル

アップとして認定の取得を目指す期間）

他部門並行業務への準備

※１.ステップアップ項目

・心臓超音波検査士

・腹部超音波検査士

・体表超音波検査士

・泌尿器超音波検査士

・血管診療技師

・認定心電図専門士

・・・等々 ④検査頻度（低）：関節・表在・上肢動脈エコー等



１ヶ月 ６ヶ月 １年 ２年

【細胞検査】

【病理検査】

病理検査室　初期研修プログラム

【組織検査】

ステップアップ

(自施設の日常検査の習熟に励みさらにスキルアップとし

て認定の取得を目指す期間）

他部門並行業務への準備

（輸血、生理業務等）

ステップアップ項目

・二級臨床検査士（病理）

・細胞検査士

・国際細胞検査士

・認定病理検査技師

・有機溶剤作業主任者

・特定化学物質・四アルキル鉛等

作業主任者

・・・等々

①受付方法を理解している

②組織検体の取り扱いができる

③切り出しができる（大きなもの）

④包埋ができる（大きなもの）

⑤薄切ができる（大きなもの）

⑥染色装置の操作ができる

⑦切り出しができる（小さなもの）

⑧包埋ができる（小さなもの）

⑨薄切ができる（小さなもの）

⑩迅速標本の作製ができる

⑪特殊染色ができる

⑫免疫染色ができる

⑬外注検体の提出ができる

⑭標本・ブロックの整理ができる

①～⑭の業務を早く正確にできる

①受付方法を理解している

②細胞診検体の取り扱いができる

③染色ができる（Pap･Giemsa染色）

④特殊染色ができる

⑤外来穿刺細胞診の処理ができる

①～⑤の業務を早く正確にできる

①受付方法を理解している

②準備・片付けができる

③解剖の介助ができる

①～④の業務を早く正確にできる



輸血担当者　研修プログラム

【目標】
○全体的な輸血検査の業務ができる
○独りで輸血検査ができる
○オンコール当番からの電話対応ができる
●認定輸血検査技師の資格を取る

1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 1年 3年 5年 年

＊新人の場合

全体的な輸血検査の業務がで

きるようになる

専門知識を身につけ、オンコール者へアドバイスがで

き、またチーム医療に貢献できるように努める

オンコール当番と輸血を担当する

認定試験受験を念頭

に置きさらに専門知

識を身につける

認定輸血検査技師の資格を取る

＊検査技師5年従事

輸血担当3年従事等

輸血担当者2人と

輸血を担当する

輸血担当者と

輸血を担当する

輸血担当者と輸血を担当する


